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メディアレップ

S･･人気サイトの広告マーケティングベンダー･･1

メ デ ィ ア レ ップ と は

［ メデ ィ ア レ ップ ］ と は 、 広 告収 人 を 」ﾓ妛な 収 益 源 と し て い

る パ プ リ ッ シ ャ ー け ウ ェ ブ･ コ ン テ ン ツ 提 供 名･: メ デ ィ ア

媒 体 ） に 代 わ っ て （ ＝ レ プ リ ゼ ン タテ ィブ ：|咯 し て レ ッ プ ）、

広;l凵ﾓ の 代JIIり､II I 媒 体 部 門 に 対 し て 広 片営 業 を 行 う　･II眇 ）代 川 業

名･の こ と を 指 す 、そ の た め 広;り 業 界の 構 造 が 代JIIりIII川l 心 の 川 本

で は 、 広 内･代 川 店系 列 レ ップ の 勢 力 が 強 い｡ 一方 、|坎米 で は 独

･X系 代J111店 が 多 く 、･ 般 の 代 理 店 と卜く分 す る た め 、 特 に 「 イン

タラ クテ ィ ブ･ フ ァ ー ム………エ ー ジェ ン シ ー 」 と 呼 ぶ｡

レ ッ プ の 機 能

･般 的 に は 、| つ の レ ッ プ 企 業 が 複 数の パ ブ リ ッ シ ャ ー を 収

り 扱 い 、 逆 に パ ブ リ ッ シ ャ ー は1 つ の レ ッ プ に の み そ の 営 農権

を 委託 し て い る 、 辿 常 、 パブ リ ッ シ ャ ー 、 また は パ ブ リ ッ シャ

ー が イj'す る 特 定 の サ イト ご と に 広 告を 掲 載す る た め の 代 理 農務

を 行 う 、日 本 で は 、'i1-位||扣¶｣あ た り の 閲 覧 ペ ー ジ 数 や 来､iゐ1名･数

が 多 い 検 索 エ ン ジ ン や 、 新|恥 卸 誌 サ イト な ど の 媒 体 グ ル ー プ

の 取 り 扱 い が 中 心 、 レ ップ のｰ 般 的 な 業 務 形 態 と し て 、 複 数の

広;l凵ﾓ と 代 即 店 の 喫 望 に 応 じ て 媒 体 を 選 択 す る[ ク リ ア リ ン

グ ・ ハ ウ ス] 形 式 がｰ 般 的 だ 、し か し 、 広 告掲 載作 農を レ ップ

が11111接 行 う ネ ット ワ ー クjり広 告 掲･阪シ ス テ ム の 導 人 に よ り 、 レ

ッ プ が 複 数 の パブ リ ッ シャ ー に 任 意 に 広 内･掲 載 を 行 う こ と がI･｣'

能 に なｰ 』た｡ そ の た め 、lil.に エ ー ジ ェ ン シ ー 機 能 だ け で は な く、

ユ ーザ ー 特 性 な ど に 応 じ た 広 占 臨 出 や 媒 体 企11111な ど 、 広I;.

代 理 店 に 対 す る 鳥 度 な マ ー ケ テ ィ ン グ･ ソ リ ュ ー シ ョ ン･ ベ ン ダ

ー と な る こ と が 則 待 さ れ る 、

日本 の主要レ ップ とその動向

現 在、 屯通系 のサ イバー･ コ ミュニ ケー ション ズ（ＣＣＩ）と、

匝 報唯を中 心にし た代理店 グループ系 のデジ タル・アドバ タイ

ジン グ・コンソ ーシア ム（Ｄ.Λ｡コ ンソ ーシアム ）が 、iﾓ 要サ イ

トを レ ップす る　l人 勢力 であ る｡ 只･体的 には、ＣＣＩがＹａｈｏｏ !

Japan 、毎 川新聞 などを抱 えてお り、･ 方、Ｄ.Ａ.コ ンソー シア

ムがInfc ｓｅｅｋ Japan を 核とし た媒体群を 擁している｡､ 収り扱い

鳥では、III叶|:合計で 令巾場 の8割 を越 すと 見ら れている｡

また、 メーカ ー系 企｡袰な どによる コンテン ツ職|啗の･ 角とし

て、 イン ター ネット関連lJt業部門………f･j?11:をサ ポート するため

にレ ップ 簾ハウ スエ ージェ ンシーとし て代理店 を設置する ケー

スが川え ている｡･ 例を挙げ ると、 ソニーが 束急エ ージェ ンシ

ー インターナ ショナルを貝小し その コンテン ツ全般 に対する 八

ウ スエ ージェ ンシー、 イン タービ ジョン株式 会礼としてIlj:編成

資料3-13-1　 日本 の主 要 レップ ー覧

コミ ュニ ケ ーショ ンズ

し、 ソニ ー グループ のSo-ｎｃtなど の広;l ll レップ として も機能し

てい る 、また、 イン ター ネット プロ バ イダーＢＩ（;ＬＤＢＥを　倡IS

門として持つ|| 本電気 （NI（Ｃ）は 、コ ンテンツ関連 企1111j裘務 兼

レ ップ のサ イバ ーウ イン グを 人日 本|ﾐlj刷 など と創 設してい る、

ほか に も、日 本屯4よltl話 （ＮＴＴ）とそ の ハウ スエ ージェ ン シ

ー で あ るＮＴＴ ア ド が 米国 ネ ッ ト ワ ー ク広;l ;－ レ ッ プ で あ る

Ｄｏｕblc Clickの日 本法 人に出資してい る‥

レ ップの問題点

||本で マ スメデ ィアのため には 存在しない メデ ィアレ ップ シ

ステムは 、電 辿 とソフ ト バン クが1996 年7J 』にｃｃＩをnljヽ Iﾉﾐした

こ とか ら始 まった、 マ スメデ ィア と比 べて小 規模な パブ リ ッシ

ヤーが 多く、反 而･ 媒体あ たりの取 り扱 い:､;り 鳥) に|覗界があ

る イン ター ネット・メデ ィア向 きの シ ステムが 必 要だっ たため

である｡ しかしなが ら、 パブ リッ シャーのマ ス メデ ィア化か 米

国と比べ て顕 裄で、 レ ップの 必 要性が 薄くなる 傾向があ る11 本

の イン ター ネット ・ メデ ィア杲ｗでは 、レ ップ と代川 店のl 巾

構造自体 に疑問を寄せる向 き も多い

しかし 、 イン ター ネット・メデ ィアト石;;11･とい うIli場の 健 令な

育成の ためには、 テ クニカ ルな知識 とマー ケテ ィング感覚をバ

ラ ンスよく持った 人材を俤保 し、ll汨 な情 報を代JII貼 と広;りﾓ

に'j･える 必要がある｡ その ためには、 広;I印jlll店の 一部|II｣とし

て よりもレ ップ という 独､ｕ11織が 収要だとする 意 見も根強い

今後の展開

現 在、 豕1111では非常 に 人:l;Jのトラフ ィッ クを持ち、 多様なサ

ービ ス内 容を1つのペ ージ にまとめた｢ ポー タル( 玄|剔) と呼

ば れる メガサ イト と、|占|有の コンテ ンツに特化 する パブ リッ シ

ヤーとのl 極化か進 んでいる｡ こ の状況 に伴い 、95年 には5()杜

近くあっ たレップの 合併が進 むことで 、媒体 計1111j力が 強化され

る と同時 に、よ り鳥度な インター ネット ・ メディア特性 を活か

した ダイレ クトマ ーケテ ィング簡域で の 齔11111開発力、ブ ラ ンド

強化 などに関するJ111諭武装 力が問 われている　 裘μの背 以が5'4

なる とはい え、 川本で もこ れらの 影科は近く現 れるだろう

また、 ネットワ ー ク刷広;II`シ ステ ムやプ ッ シュ 型メデ ィア、

コ ミュニテ ィ志 向 サ イト、 ＷｅｂＴＶ、デ ジ タル放 送によ るデ ー

タ配1,1サービ スの 登場 など、 激変するIlj'場環境 に 柔･欣に対応で

きるこ とが 生き残りの ための必須 条件となるであろ う、
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